
研修員：伊勢崎市立境采女小学校 養護教諭 竹田 光代 研修員：安中市立原市小学校 養護教諭 富沢 静代
学 年：５年生 学 年：４年生
題材名：「食生活を考えよう」 題材名：「上手に睡眠をとろう」
研 修：望ましい食生活が送れる児童の育成を目指す 研 修：児童が健康な生活を送るための組織を生かした

食に関する指導の工夫 指導の工夫
～食育チームによる元気もりもりファイルの活用を通して～ ～拡大学校保健委員会と学級活動との関連を通して～

展開の工夫 展開の工夫
◎食育チームの連携 ◎担任とのＴＴにより、児童の実態を把握

養 護 教 諭 の 専 門 性 を 生 か し 、 食 と 健 康 し、養護教諭の専門性を生かした指導を
を結びつけた指導を行う。 工夫
食育チーム：担任・栄養士・養護教諭 ◎学校保健委員会後の事後指導との関連

教材の工夫 教材の工夫
◎視覚的教材の活用 ◎レム睡眠とノンレム睡眠のパネルを作成

具体的な知識を得させ、理解を深める。 し、睡眠中の体の様子を分かりやすく説明
パネル‥献立例・３群の働き・食品カード できるようにした。
具体物‥３色人形・３色表示 ◎グループワークのワークシートの工夫

◎元気もりもりファイルの活用
食に関する指導と生活のポートフォリオ

意欲を持たせる指導の工夫
意欲を持たせる指導の工夫 ◎グループワーク

◎グループワーク 作戦会議というネーミングを付け、話
他人と意見を交換することにより、新たな気 し合いの手順を示して、話し合いの意
づきを感じて、意欲を持たせる。 欲を持たせる。
実態を把握し、課題を確認する。 ◎生活習慣アンケート結果の活用
意見を出し合い、よりよい食生活を考える。

担当指導主事 研究企画グループ 角橋 澄子


